
○○○○：追加・修正 

土木工事積算基準（令和元年 11月）の一部修正その１ 新旧比較表 ○○○○：削除 

現  行（Ⅱ－７－11） 修  正 備考（内容） 

(３) 構 成 人員 

軽量金属支保工設置及び撤去の班編成人員は、次表を標準とする。 

表４－４ 軽量金属支保工班編成  (１班当り) 

名 称 
土 木 一 般 

世 話 役 
とび工 普通作業員 計 

腹 起 し 材 

（軽 量 金 属） 

設 置 工 １ １ ３ ５ 

撤 去 工 １ １ ３ ５ 

切 梁 材 

（水圧式パイプサポート） 

設 置 工 １ １ ３ ５ 

撤 去 工 １ １ ３ ５ 

(４) 軽量金属支保工施工歩掛 

表４－５ 軽量金属腹起し材 (片側延長200ｍ当り) 

名 称 設置段数 設  置 撤  去 

土 木 一 般 世 話 役 

（人） 

１段 0.4 0.3 

２段 0.8 0.6 

３段 1.3 0.9 

特 殊 作 業 員 

（人） 

１段 0.4 0.3 

２段 0.8 0.6 

３段 1.3 0.9 

普 通 作 業 員 

（人） 

１段 1.2 0.9 

２段 2.4 1.8 

３段 3.9 2.7 

表４－６ 軽量金属切梁材 (片側延長200ｍ当り) 

名 称 設置段数 
水圧式パイプサポート 

設  置 撤  去 

土 木 一 般 世 話 役 

（人） 

１段 0.2 0.2 

２段 0.4 0.4 

３段 0.7 0.6 

特 殊 作 業 員 

（人） 

１段 0.2 0.2 

２段 0.4 0.4 

３段 0.7 0.6 

普 通 作 業 員 

（人） 

１段 0.6 0.6 

２段 1.2 1.2 

３段 2.1 1.8 

水 圧 ポ ン プ 

タンク水量15～19

Ｌ 

（台） 

１段 4.0 

２段 4.3 

３段 6.0 

  (３) 構 成 人員 

軽量金属支保工設置及び撤去の班編成人員は、次表を標準とする。 

表４－４ 軽量金属支保工班編成  (１班当り) 

名 称 
土 木 一 般 

世 話 役 
特殊作業員 普通作業員 計 

腹 起 し 材 

（軽 量 金 属） 

設 置 工 １ １ ３ ５ 

撤 去 工 １ １ ３ ５ 

切 梁 材 

（水圧式パイプサポート） 

設 置 工 １ １ ３ ５ 

撤 去 工 １ １ ３ ５ 

(４) 軽量金属支保工施工歩掛 

表４－５ 軽量金属腹起し材 (片側延長200ｍ当り) 

名 称 設置段数 設  置 撤  去 

土 木 一 般 世 話 役 

（人） 

１段 0.4 0.3 

２段 0.8 0.6 

３段 1.3 0.9 

特 殊 作 業 員 

（人） 

１段 0.4 0.3 

２段 0.8 0.6 

３段 1.3 0.9 

普 通 作 業 員 

（人） 

１段 1.2 0.9 

２段 2.4 1.8 

３段 3.9 2.7 

表４－６ 軽量金属切梁材 (片側延長200ｍ当り) 

名 称 設置段数 
水圧式パイプサポート 

設  置 撤  去 

土 木 一 般 世 話 役 

（人） 

１段 0.2 0.2 

２段 0.4 0.4 

３段 0.7 0.6 

特 殊 作 業 員 

（人） 

１段 0.2 0.2 

２段 0.4 0.4 

３段 0.7 0.6 

普 通 作 業 員 

（人） 

１段 0.6 0.6 

２段 1.2 1.2 

３段 2.1 1.8 

水 圧 ポ ン プ 

タンク水量15～19

Ｌ 

（台） 

１段 4.0 

２段 4.3 

３段 6.0 

職種の変更 


